
令和３年度那須塩原市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会議事録 

 

 日 時    令和３年９月２４日（金）午前１０時～午前１１時３０分 

 場 所    那須塩原市市役所 西那須野支所１階 １００会議室 

参加者    推進委員会委員１４名(名簿参照) 

       保健福祉部 鹿野部長、社会福祉課 押久保課長 

地域共生係 小田係長、大橋主任、岩瀬主事、熊田相談支援包括化推進員 

社会福祉協議会 羽金事務局長、後藤地域福祉課長、川崎在宅福祉課長 

地域支援係 君島係長、柴田主事 

 

１ 開 会 (押久保課長) 

 

２ 福祉事務所長挨拶 

  鹿野福祉事務所長 

 

３ 委員・事務局自己紹介 

 

４ 委員長及び副委員長の互選 

 互選の方法については、事務局一任との意見があり、事務局案として、委員長に橋本 秀晴委員、副委

員長に松本 和重委員を提案し選出 

 

５ 委員長挨拶 

  橋本 秀晴委員長 

 

６ 協議事項 

 （1）全体評価について 

①令和２年度実施分の評価について 

【委員長】 

それでは、ここからは、私の方で進行させていただきますが、令和２年度の評価の前に、昨年度の評

価である令和２年度の内部評価について、事務局に説明いただきたいと思います。 

【事務局】 

 資料③により説明 

【委員長】 

それでは、これから委員による全体評価を進めてまいりたいと思います。 

先ほど説明があったとおり、今年度の評価は、会場にお集まりいただいた委員の皆さまの小委員会と

オンラインで参加いただいている委員の皆さまの小委員会に分かれて、委員の皆さまから事前にいた

だいた個別評価の集計（資料①）及びコメント（資料②）を参考にしていただき、各小委員会において

基本目標１から３の取組状況について、ＡＢＣＤ評価を議論していただきます。 

併せて、評価についての附帯意見及び各部署の取組内容についての指摘事項等について、小委員会の



ご意見としてまとめていただきますようお願いいたします。 

小委員会での議論が終了しましたら、それぞれの小委員会の評価結果(ＡＢＣＤ評価の理由と附帯意

見等)を報告していただきたいと思います。 

その後、全体の中で附帯意見等の確認を行っていただき、推進委員会の全体評価としてとりまとめを

行いたいと思います。 

評価委員会後の各課へのフィードバック等につきまして、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 

推進委員会での評価結果及び付帯意見等は、市及び社会福祉協議会の担当部局に対し、今年度及び来

年度の事業推進に反映させるようフィードバックを行います。 

フィードバックした事柄について、担当部局がどの程度実現できた等については、来年度の会議で報

告させていただきたいと考えております。 

【委員長】 

本日は、以上の説明のとおり評価を進めさせていただきたいと思いますので皆様ご了承願います。 

それでは、各小委員会に分かれて評価を進めてまいりたいと思います。 

まずは、小委員会の中で進行役を決めていただき、３０分程度で評価をまとめていただきたいと思い

ます。 

その後、小委員会ごとに評価を報告いただき、最終的なとりまとめを行いたいと思います。 

時間も限られているかと思いますので、小委員会ごとの議論から最終とりまとめまで概ね１時間程

度で進めていただければ幸いです。 

  それでは小委員会ごとによろしくお願いいたします。 

 

― 会場とオンラインの小委員会に分かれて評価（小委員会ごとの議事録のとおり） ― 

 

【委員長】 

  最終的なとりまとめに移りたいと思います。 

まずは、基本目標１について、会場の小委員会から評価結果並びに附帯意見の報告をお願いします。 

【委員】 

  基本目標１誰もが利用しやすい地域福祉の仕組みづくり、施策の方向性１誰もが利用しやすい体制・

情報提供の充実 Ｂ、施策の方向性２地域福祉のニーズキャッチの充実 Ｂ、施策の方向性３福祉サー

ビスの充実と権利擁護 Ｂ、総合評価もＢとしました。 

  意見としては、ニーズキャッチの方法がフルに使われていない、民生委員児童委員に頼っている、ヤ

クルトや新聞、牛乳配達の方に、補助を出して、母子家庭や高齢者のところに月に何回か配達をして、

安否確認やニーズキャッチをしてはどうかという意見が出ました。他の自治体で実施しているところ

もあるそうです。市からお願いの文書を出すことはできるのかという意見も出ました。 

  高齢者がわかりやすい相談窓口が必要であり、特に行政は、縦割りなので、わかりにくい状況になっ

ているという意見がありました。 

【委員長】 

  それでは、次にオンラインで参加の小委員会から評価結果並びに附帯意見の報告をお願いします。 

【委員】 



  基本目標１の１から３について、すべてＢ評価、総合評価もＢになりました。 

  意見ですが、１つ目は、総合相談窓口や成年後見制度の基本計画など、かなり進められてきてはいる

のですが、窓口や制度のことが、市民に知られていないと意味がないので、その周知をどのように図る

かは、今後さらに検討をして欲しいという意見が出ました。 

  ２つ目は、コロナ禍で、オンラインで工夫されて取り組んでいる活動もありますが、これからさら

に、コロナ禍に対応した対策、特にコロナ禍で生活に困窮している人もいらっしゃると思いますので、

そちらの方の対策は、さらに検討を進めていただきたいと思います。 

【委員長】 

  それでは、基本目標１については、２つの小委員会で結論付けたとおりということでよろしいでしょ

うか。（意見なし）基本目標１については、以上のとおりとしたいと思います。 

  次に、基本目標２について、評価結果及び附帯意見の報告を会場の小委員会からご報告をお願いしま

す。 

【委員】 

基本目標２誰もが暮らしやすい生活環境づくり、施策の方向性１生活環境の充実 Ｂ、施策の方向性

２防災・防災体制の充実 Ｂ、施策の方向性３地域での居場所づくり、活躍の場づくり Ｂ、施策の方

向性４地域における見守り体制の充実 Ｂ、総合評価もＢとしました。 

  意見として、立ち木が道路に出ていることがあり、通学路等、危険な箇所もあるが、それを勝手に伐

採しても良いのか、条例が市にはないのかという意見が出ました。条例を作った方が良いのではないか

という意見がありました。それから、高齢者のみの世帯で、庭の草刈りが出来ない場合は、暮らし安全

サポーターのような制度を作って、地域のボランティアでお手伝いできないかという意見が出ました。 

【委員長】 

  ありがとうございました。続きまして、オンラインの委員お願いいたします。 

【委員】 

  基本目標２の１から４について、すべてＢ評価、総合評価もＢになりました。 

  意見としては、１つ目は、地域での取組は充実してきていますが、地域差があるのではないかという

意見がありました。そのあたりの対応をよろしくお願いしたいと思います。  

  ２つ目は、災害対応として、今こそ、コロナ禍に対応した災害対応を検討して欲しいという意見があ

りました。 

  ３つ目は、色々な見守りや居場所づくり、活躍の場づくりがあるが、障害をお持ちの方の居場所づく

りや社会参加、活躍の場づくりが遅れているのではないかということで、更に検討するべきだという意

見がありました。 

【委員】 

  ありがとうございました。ただいま、２つの小委員会からの評価の結果と附帯意見が出ました。以上

のことでよろしいでしょうか。（意見なし） 

  それでは、基本目標２については、以上のとおりにいたします。 

  最後になりますが、基本目標３につきまして、評価結果並びに附帯意見を、まず会場の小委員会から

お願いいたします。 

【委員】 

基本目標３みんなで支え合う、意識づくり、人づくり、つながりづくり、施策の方向性１お互いを理



解し、尊重し合える環境づくり Ｂ、施策の方向性２地域福祉活動の担い手の育成 Ｂ、施策の方向性

３地域でのつながりづくり Ｂ、総合評価もＢとしました。 

  意見ですが、５月から認知症カフェがくるるで始まったが、コロナの影響で中止となっています。子

育てサロンも今は、緊急事態宣言で中止となっていますが、子どもも高齢者も来られる場所がある良

い、つながりがなくならないようにした方が良いと思います。その意見から、ＰＣＲ検査について、利

用が少なくなっているようなんですが、子育てサロンや認知症カフェなどを利用している人を、その場

で無料で検査してもらえると良いのではないかという意見が出ました。高齢者の見守りは欠かせない

ので、集まることが大前提であるという意見が出ました。 

【委員長】 

  ありがとうございました。次に、オンラインの委員お願いします。 

【委員】 

  基本目標３の１から３について、すべてＢ評価、総合評価もＢになりました。 

意見としては、１つ目は、コロナ関係で、かなり工夫して取組を進めているところもあり、にしなす

ケアネットの取組は、非常に評価できるのではないかという意見がありました。ウィズコロナ、アフタ

ーコロナと言われますけれども、コロナの中でのつながりが継続できるように更に検討して欲しいと

思います。 

２つ目は、担い手づくりのところですが、若い世代の担い手の育成に関して、中高生に対しては、ボ

ランティアセンターなどで育成しているところは評価できますが、例えば勤労者世代や色々な世代に

対して、担い手を育成できるような計画を進めていただきたいと思います。 

  ３つ目は、障害をお持ちの方のつながりの場、居場所づくり、理解し尊重し合える環境づくりが課題

があるのではないかということで、ぜひより重要視して取り組んでいただきたいという意見がありま

した。 

【委員長】 

  ありがとうございました。以上ですべての評価を終了いたします。今回は、コロナ禍で、集合とオン

ライン形式というハイブリット形式で開催いたしましたが、皆様には大変お疲れさまでした。 

  市や社会福祉協議会においては、本日の内容を踏まえまして、今後の市の福祉を向上させるための施

策に反映させていただければと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

  以上をもって会の進行を事務局にお戻ししたいと思います。ご協力いただきましてありがとうござ

いました。 

 

【課長】 

  委員長、ありがとうございました。お疲れさまでした。 

  最後の７その他になります。委員の皆様方から、市や社会福祉協議会に対して、何かご意見ございま

したらお願いいたします。 

（意見等なし） 

 

９ 閉 会(課長) 

    


